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2～3……市長が選ぶ今年の10大ニュース
4～5……市立病院だより「きらり」　
7……年末年始の市の業務　　8……年末年始の医療機関

人口と世帯数
12月 1日現在　（　）は前月

人口　78,394 人（－ 73 人 )　　　男　37,908 人 （－ 47 人）　　女　40,486 人（-26 人）　　世帯数　34,442 世帯（-7 世帯 )

　

人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、

互
い
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」
に
向
け
た
取
組
を
実
践

し
、
健
康
増
進
や
介
護
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防
、
地
域

力
向
上
な
ど
の
成
果
を
出
し
て
い
る

と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
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世
界
保
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機
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が
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12
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・
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、
市
内
の
各
地
域
づ
く
り
組
織
や

ま
ち
の
保
健
室
な
ど
を
訪
れ
、
本
市  

医
療
福
祉
総
務
室　
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の
取
組
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
平
成
15
年
、
全
て
の
市
民
の

社
会
参
加
が
叶
う
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
市
総
合
計
画
「
福
祉
の

理
想
郷
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
、
以
来
、

地
域
の
身
近
な
総
合
相
談
や
地
域
福

祉
活
動
の
拠
点
と
な
る
「
ま
ち
の
保
健

室
」
を
整
備
し
、
そ
の
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
特
に
、
各
地
域
づ
く
り
組
織
で
は
、

そ
の
地
域
力
を
生
か
し
、
防
犯
・
防
災

を
は
じ
め
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
生
活
支
援
や
子
育
て
広
場
な
ど
地
域

課
題
を
解
決
す
る
地
域
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
地
域
の
取
組
を

土
台
と
し
て
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
仕
組
み
「
名
張

版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
や
複
合
的
な
生
活
課
題

を
解
決
す
る
「
地
域
福
祉
教
育
総
合
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
り
包
括
的
な

相
談
・
支
援
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
本
市
の
取
組
は
、
国
が
目
指
す
地
域

共
生
社
会
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
今
後
も

進
化
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
市
内
に
あ
る
各
地
域
づ
く
り
組
織
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
地
域
力

を
生
か
し
、「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
整
備
や
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
取
組

な
ど
、
地
域
と
行
政
・
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
本
市
の
取
組
が
先
進
的
で
あ
る
と

し
て
、
12
月
12
日
・
13
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
代
表
４
人
が
視
察

に
訪
れ
ま
し
た
。

▲名張地域の有償ボランティア「隠おたが
いさん」の事務所を視察

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
本
市
を
視
察

　世界中の人々の健康を実現することを目的に
設立した国際連合の専門機関です。本部はスイ
スにあり、現在200ほどの国と地域が加盟して
います。病気の撲滅のための研究や医療・医薬
品の普及、災害時の緊急対応、伝染病などの感
染症対策、世界の保健衛生の分野が抱える問題
などに対する支援を行っています。

世界保健機関（ＷＨＯ）
World Health Organization

                      　 ＷＨＯ 西太平洋地域事務局
　　　　　　　　　社会的決定要因担当課長
　　　　　　 　キラ フォーチュン　さん
　　　               　Mrs．Kira　Fortune

　名張市はコミュニティをとても大切にしていま
す。そして、子どもから高齢者までの全世代に対
するさまざまな取組を各関係機関と協力しながら
計画を持って進めていることが素晴らしいです。
　世界では2045年に高齢者が若者を上回ると予
測され、今後高齢化が進んでいきます。名張市の
事例を世界の高齢化対策の参考にします。

地
域
力
を
生
か
し
た
取
組
を
高
く
評
価

▲イオン名張店3階で朝8時30分から行われ
るラジオ体操には、毎朝約30人が参加

▲百合が丘小学校への学習支援
「ほめほめ隊」を視察

▲食育や運動で元気を広める赤目地域の
まちじゅう元気プロジェクトを説明

▲各地域では、健康寿命を伸ばそうと健康づくりや介護予防に取り
組む。すずらん台地域の「はつらつらんらん体操」の様子を視察


